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はじめに
　ベトナム社会科学院（Viê
・
n Hàn lâm Khoa ho
・
c xã hô
・
i Viê
・
t Nam, Vietnam Academy 
of Social Sciences, VASS）には、フランス極東学院（École française d’Extrême-Orient）
が収集した日本関係の書物が収蔵されている。現在、早稲田大学教育・総合科学学
術院の和田敦彦氏を中心とした調査が進められており、その経過報告により、蔵書
の規模や概要についても徐々に明らかにされつつある
（１）
。2015年からは 3 カ年の計画
で、国文学研究資料館の共同研究として「ベトナム社会科学院所蔵旧フランス極東
学院資料についての研究」（研究代表者：和田敦彦）としての調査も行われており、
蔵書のカタログ化も計画されている。
　前近代に作成された日本の書物（以下、「古典籍」と称す）は、さまざまな事情
により海外の諸機関にも所蔵されているが、そうした在外古典籍のカタログ化の作
業として、国文学研究資料館では、ケンブリッジ大学名誉教授・ピーター コーニ
ツキー氏のご協力のもと、欧州を中心とした在外古典籍のカタログを「コーニツキ
ー版欧州所在日本古書総合目録」（http://base1.nijl.ac.jp/~oushu/）として公開して
いる。これは、在外古典籍の総合カタログとしては最も規模の大きなもので、同目
録を欧州以外に拡張して、ベトナム社会科学院（以下、VASS とも称す）所蔵の和
古書もこれに掲載することができれば、他国、他機関所蔵の和古書と同じように全
世界から検索が可能になり利用の便も図られる。所蔵機関の意向にもよるが今後も
同目録の充実化と所蔵機関との調整に努めていきたい。
ベトナム社会科学院所蔵の江戸時代初期出版物
　VASS に現蔵される和古書は、美術館や専門図書館などに展示されるような「作
品」として購入されたものではなく、東洋学研究のための文字通りの「図書」とし
て用いられたものと思しく、いわゆる工具書としての叢書類などが多いことが一つ
の特徴である。とくに、史書や儀礼関連の大部な叢書は多く収蔵されているが、中
には17世紀、江戸時代初頭に印刷された刊本なども含まれている。
　江戸時代初期の刊本は、日本の印刷文化の勃興期の遺品として貴重なものであ
り、これも、岡雅彦・他編『江戸時代初期出版年表〔天正十九年～明暦四年〕』（勉
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誠出版、2011年）として年表化が図られている。これに照らし合わせて、明暦 4 年
（1658）以前に刊行された書物を VASS の蔵書から検索すると、現時点では表 1 に
記したような刊記を有する書物が見出されている（但し、印刷時期の確定について
は更なる検討が必要とされる）。
　VASS 所蔵の和古書は、ほぼ全てが、背の部分を圧着して簡易の洋装本仕立て
に改装しており（図 1 参照）、日本国内に所蔵される通常の古典籍のように、タイ
トルごとに帙に入れて補完されてはいない。そのため、数冊にわたる書目では利
用後の配置ミス等により、出納時に全巻が揃わないことがある。先にも記したが、
VASS 所蔵の古典籍は日本研究のための実用書としての目的で購入されたものが多
いと推測され、総体としてタイトルごとに欠巻が生じているものは少ない。上記の
書目の欠巻部分も、購入時に既に欠巻であったのか、利用の途上で欠巻が生じたの
か、あるいは今後の調査で見出すことができるのか判然としない部分がある。
　以下、表 1 のうちから、『源氏物語』と『聖徳太子伝暦』を例に、VASS 所蔵の
古典籍の状態などについて概観してみたい。
源氏物語（NBC0005824-NBC0005845・NBC0005849）
　VASS 所蔵の『源氏物語』は、慶安 3 年（1650）に山本春正（1610-82）によっ
て刊行された『源氏物語』で、「絵入源氏」と通称されるもの。『源氏物語』本文54
帖を54冊とし、「源氏目案」 3 冊、「引哥」 1 冊、「系図」 1 冊、『山路露』 1 冊
（２）
を併
せて計60冊とした大部な刊行物で、物語本文には挿絵が挟まれており、以後の『源
氏物語』の絵画化の際の構図にも大きな影響を与えた。
　VASS 所蔵の古典籍はタイトルごとではなく、一冊一冊に NBC からはじまるナ
ンバーが附されて管理されている。「絵入源氏」は、BC0005824-NBC0005845まで
の22冊と「源氏物語引哥」とされる NBC0005849がこれにあたる。現状では物語本
書　　　名 冊数 刊記 西暦 備　　　考 登　録　番　号
吾妻鏡 （（ 寛永 （ 年 （（（（ 　 NBC000（（（（-NBC000（（（（
聖徳太子伝暦 （ 寛永 （ 年 （（（（ 　 NBC0（0（（
古事記 巻上〜下 （ 正保元年 （（（（ 　 NBC000（（（（-NBC000（（（0
先代旧事本紀 巻 （・（ 〜 （・（0 （ 正保元年 （（（（ 　 NBC000（（（（-NBC000（（（（
太閤記 巻第 （ 〜（（ （ 正保 （ 年 （（（（ 小瀬甫庵撰 NBC000（0（（-NBC000（0（0
歌仙歌集 巻第 （ 〜（（ （（ 正保 （ 年 （（（（ 　 NBC000（（（（-NBC000（（（（
源氏物語 （（ （慶安 （ 年） （（（0 山本春正跋 NBC000（（（（-NBC000（（（（
源氏物語引哥 （ （慶安 （ 年） （（（0 上記源氏物語の付録 NBC000（（（（
織田信長譜 （ 明暦 （ 年 （（（（ 林羅山撰 NBC000（（（（
鎌倉将軍家譜 （ 明暦 （ 年 （（（（ 林羅山撰 NBC000（（（（
京都将軍家譜 （ 明暦 （ 年 （（（（ 林羅山撰 NBC000（（（（
羽柴秀吉譜 （（ 明暦 （ 年 （（（（ 林羅山撰 NBC000（（（（
表１　ベトナム社会科学院所蔵の江戸時代初期出版物
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文は22冊となっているが、薄冊の巻
は他の帖と合冊して改装されており
（３）
、
物語本文は『源氏物語』54帖が揃う。
　現状では、図 1 のように、薄手の
紙表紙に改装されており、もとの表
紙は取り去られている。表紙のみの
ストックも現時点では見当たらない
ため、製本の際に不用なものとして
破棄された蓋然性が高い。
　こうした改装によって、出版物としての日本の古典籍の本来の姿は失われてしま
っており、モノとしての書物の伝える情報も大きく欠落してしまっていると言わざ
るを得ないが、はやくに西欧社会にもたらされた古典籍は、西欧の書物の保管ルー
ルに基づいて革表紙の洋装に装丁されて配架されていることも少なくない（ルリユ
ール（reliure）の伝統からすれば、革装の表紙を附けて製本すること自体が新たな
価値の付与と見なされていた）。VASS 所蔵の古典籍は、その簡易版といった改装
がなされている。革装仕立てのような美的処置としての改装とは見えないが、利用
の便を図るためにも当時としては必要な処置だったのであろう。
聖徳太子伝暦（NBC08055）
『聖徳太子伝暦』は、聖徳太子（574-622）の事績を編年体に記した伝記。藤原兼
輔（877-933）によって延喜17年（917）に撰集されたとされていたが、この理解に
は多くの疑問が提出されており、現時点では撰者は未詳。中世以降多く成立した聖
徳太子の説話的伝記や説話の根幹に位置する資料である。
　VASS には、現時点で寛永年 5 年（1628）と寛文12年（1672）の刊記を持つ 2 点
の『聖徳太子伝暦』が確認されている。うち、寛永年 5 年（1628） 8 月の「板木屋
勝兵衛開板」の刊記を持つ NBC08055として保管される一冊は、はやい時期の印刷
物として注目される。上記『源氏物語』と同様に上下 2 冊を合冊して 1 冊に改装し
ているが、こちらはもとの表紙を残して製本されている。但し、残念なことに、も
との表紙自体が後補表紙であり、印刷時点の原装の姿は留めていない。
　全体にわたって料紙に虫損があり、現状では裏打ちが施されている。日本国内で
破損したものかベトナムに渡ってからのものかは即座には判断できないが、概して
南方に渡った日本の古典籍は、その地の気候条件の影響を受けて状態の良くないも
のが多い
（４）
。VASS 所蔵の古典籍にも虫損が目立つものが少なくないが、いずれも丁
寧に裏打ちされている。
図１　『源氏物語』　薄手の紙表紙に改装さ 
　　れている。
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　印刷の状態は良好で、印面の状態から印刷物としての作り方を調べることも可能
である。元来は、聖徳太子の伝記を知るための「図書」として購入されたものと推
測されるが、ベトナムにおいて17世紀初頭の日本の印刷物の姿と形を知るための資
料としても貴重な存在であるといえる。
おわりに
　漢字を用いたテクストとその印刷技術は中国から韓国、日本へと伝わるのと同様
に、ベトナムにも伝わっている。VASS を構成する機関の一つ、ハノイの漢喃研究
院（http://www.hannom.org.vn/）には、漢字または字
チュ
喃
ノム
で記された古典籍が纏ま
って収蔵されている。同所の蔵書については、既に『越南漢喃文献目録提要』（中
央研究院中国文哲研究所、2002～2004年）としてカタログ化されており、そのデー
タは web（http://140.109.24.171/hannan/）からも検索可能である。VASS 所蔵の
日本の古典籍の整理とカタログ化が進展すれば、そうしたベトナムで作成された書
物との比較検討の可能性も開かれて来る。
　先に示した、岡雅彦・他編『江戸時代初期出版年表〔天正十九年～明暦四年〕』
は、日本の印刷文化の黎明期を通覧するのに便利な年表であるとともに、印刷とい
う技術が日本に定着してゆく過程を理解するためのデータでもある。「コーニツキ
ー版欧州所在日本古書総合目録」のようなデータベースと各種のツールに、モノと
図２　『聖徳太子伝暦』（１丁表） 図３　『聖徳太子伝暦』（刊記）
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しての質感を持つ原本資料を加えて、印刷と文化伝播をめぐる新たな視野が開かれ
てゆくことが期待される。
注
（ 1 ）和田敦彦「ベトナム社会科学院・旧フランス極東学院資料　東南アジア地域の日本語図書
調査から」（リテラシー史研究 7、2014 年 1 月）、渡辺匡一「ベトナム社会科学院藏・旧フラ
ンス極東学院日本語資料調査の経過報告　和装本資料群の特徴について」（リテラシー史研
究 10、2017年 1 月）。
（ 2 ）『源氏物語』の最終巻である「夢浮橋」巻の続編として作成されたもの。現在では『源氏
物語』とは別の作品として扱われる。
（ 3 ）一見する限り、合冊には特別な意図があるとは思われず、洋装本に仕立てて縦置きにする
ための単なる運用上の処置と思われる。
（ 4 ）大切に別置保管されたものは別として、台湾所在の日本の古典籍などもやはり虫損を受け
ているものが少なくない。対して、韓国所在の古典籍は虫損などの目立たないものが多い。
保管状態などの条件も異なるだろうが、古典籍の保管の方法に注意が払われる以前の段階に
おいては、気候の影響は少なくないように思われる。
（うんの・けいすけ／国文学研究資料館）
